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学則の変更の趣旨等を記載した書類  ａ．学則変更（収容定員変更）の内容 ａ．学則変更（収容定員変更）の内容 ａ．学則変更（収容定員変更）の内容 ａ．学則変更（収容定員変更）の内容 本学応用生物科学部栄養科学科の入学定員を 80 名から 40 名増やし 120 名とし、収容定員を 328 名から 488 名に変更する。 応用生物科学部全体としては、下表のとおりである。  東京農業大学応用生物科学部の入学定員および収容定員                 （単位：人） 変更後（平成 27年 4月） 現 行  入学定員 編入学定員 収容定員  入学定員 編入学定員 収容定員 バイオサイエンス学科 140 名 10 名 580 名 バイオサイエンス学科 140 名 10 名 580 名 生物応用化学科 140 名 10 名 580 名 生物応用化学科 140 名 10 名 580 名 醸造科学科 140 名 20 名 600 名 醸造科学科 140 名 20 名 600 名 食品安全健康学科 140 名 10 名  580 名 食品安全健康学科 140 名 10 名  580 名 栄養科学科 120 名 4 名 488 名 栄養科学科 80 名 4 名 328 名 計 680 名 54 名 2,828名 計 640 名 54 名 2,668名  ｂ．学則変更（収容定員変更）の必要性 ｂ．学則変更（収容定員変更）の必要性 ｂ．学則変更（収容定員変更）の必要性 ｂ．学則変更（収容定員変更）の必要性 本学応用生物科学部には現在バイオサイエンス学科、生物応用化学科、醸造科学科、食品安全健康学科および栄養科学科が設置され、東京農業大学学則第 22 条に記すように、バイオサイエンス学科収容定員 580 名、生物応用化学科収容定員 580 名、醸造科学科収容定員 600 名、食品安全健康学科 580 名および栄養科学科収容定員 328 名の計 2,668 名を収容定員としてきた。 栄養科学科は、昭和 37 年、農学を基盤に栄養士の養成及び栄養学の新分野を開拓するために設置された農学部栄養学科を前身とする。昭和 43 年、管理栄養士養成施設の指定を受け、同学科を栄養士養成の栄養学専攻と管理栄養士専攻の 2専攻とした。 平成 10 年、本学の改組に伴い、農学部栄養学科から応用生物科学部栄養科学科食品栄養学専攻と管理栄養士専攻に名称変更を行った。平成 14 年、栄養士法の一部改正により、管理栄養士の業務内容が明確化されたことにより、食品栄養学専攻は、食品による健康増進や生活習慣病予防・食品のおいしさや安全性に関するサイエンスを深く身につけた「食の研究者・技術者」として、また、食に関する高度の知識及び技術を有する「食の専門家」として、食品産業界、教育界をはじめ社会の様々な分野で活躍できる人材の養成を行ってきた。また、管理栄養士専攻は、農と食を基盤とし医学との連携のもとに食品摂取によるヒトの健康増進や生活習慣病予防のサイエンスを身につけ、「傷病者の療養のために必要な栄養指導者」として、また「個人の健康の保持増進のために必要な栄養管理者」として、医療施設、厚生施設、教育施設、行政機関等での管理栄養士業務、一般社会での栄養普及
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活動、その他多くの仕事に携わる人材の養成を行ってきた。 しかし、近年における生活習慣病の患者数の増加・急速な高齢化への対応や、平成 14年、栄養士法の一部改正により、管理栄養士の業務内容が明確化されたことなどで、管理栄養士の社会的ニーズが高まり、栄養士の役割、位置づけ等が相対的に低下しつつあり、栄養士及び管理栄養士の出口をとりまく環境とニーズは大きく変化した。資料１ そこで、平成 26 年栄養科学科は、食品栄養学専攻の募集を停止し、管理栄養士専攻の定員数（80 名）を維持し、管理栄養士養成に一本化した。 現代社会では、国内外を問わず健康志向が高まり、望ましい食習慣のあり方が問われる一方、マスコミやインターネット等を通して、日々、健康に良い食品や食生活、生活習慣の改善についての話題が溢れている。これらの多大な情報は、有益な情報もあるが、無益、さらには有害な情報も含まれ、取捨選択が困難な状況にある。このため、いわゆる健康食品に関する科学的な根拠を明らかにする「食の研究者・技術者」や、人々の健康の保持・増進や傷病者に対する療養をサポートし 資料２、正しい情報を発信する「栄養指導者」の存在 資料３ が、より一層強く求められるようになっている。資料４ 近年の食産業は、農業を含む生産性の向上や味の追求だけでなく、人体の生理機能を調節する非栄養成分にも高い関心を寄せている。個々の野菜が持つ人体の生理機能を特異的に調整する成分を強化した野菜の育成 資料５、特定保健用食品 資料６、資料７、サプリメントを代表とする健康食品など、開発が進んでいる。さらに傷病者のための食事形態として、特別用途食品における病者用食品、えん下困難者用食品の提供にも力を入れている。 資料８、資料９ 文部科学省では、学校において食育を推進するため、指導体制の整備が不可欠として、平成 17 年 4 月に栄養教諭制度を開始した。栄養教諭は、各学校における指導体制の要として食育の推進において重要な役割を担っている。食育の中心となっていることは、作物を作って食べることや地産地消の推進に郷土料理を通して実践するなどの取り組みである。農学系総合大学の教育・研究を受けた管理栄養士の資格を持った栄養教諭の活躍が期待できる。 従来から「農と食と医」に強い管理栄養士を養成し、就職実績と卒業生の活躍が評価され、18歳人口が大きく減少する中、入学試験（平成 26年度一般入試の合格倍率 13.1倍）資料10 および就職（平成 24年度就職率（進学者を除く卒業者に対する就職者の割合）94％）資料 11 の状況は堅調である。本学が農学系総合大学であることから、食品関係のコースを開設している高校からの志願者も含み、多方面からの需要がある。また、生活習慣病の患者数の増加や高齢化への対応など、管理栄養士の出口側を取り巻く環境とニーズも大きく変化し、保健医療スタッフ・行政官・教育者 資料 12・研究者などに加えて、さらに「農と食と医」に強い管理栄養士の資格を活かした食産業や栄養教諭への需要が増大している。資料 13、資料 14 本学では、農学の「生産」を中心に「加工、流通、消費」までのフードシステムを含め、食産業全体を支える人材の育成に力を注いでいる。また、食品に含有される栄養成分・非栄養成分が生体に与える影響を理解し、食品の調理、加工、食事の提供などに応用されるまでの理論と技術の修得や、健康の保持・増進と生活習慣病の予防・改善の要となる栄養
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学を追究する実践的な理論を科学し、その科学的根拠に基づいた情報発信のできる｢高度な専門的知識および技術力を有した健康の保持・増進のための栄養指導者」としての管理栄養士養成が時代ニーズを反映したものであることをさらに強く意識するに至った。 このような状況を踏まえ、栄養科学科の収容定員を上記の通り変更し、社会の要請に応えるものである。  ｃ．学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 ｃ．学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 ｃ．学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 ｃ．学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 収容定員変更による教育課程及び教育内容、履修指導方法の変更は行わない。ただし、専任教員 2名を補充し、収容定員増に対応する。 講義科目で使用する施設は、120 名の学生収容に充分対応できるよう、視聴覚設備を整え、教室内のどこからでも、教材提示・板書等が正確に把握できるようになっている。実験・実習科目については、今般の定員増に伴い、現在の 1 クラス 40 名の 2 クラス体制から、1クラス 30 名の 4クラス体制とする。これにより従来より教育効果を高めた授業運営が可能となっている。以上のことから、収容定員変更後も、これまでと同等以上の教育環境が担保できる。     ・教育課程等 ・教育課程等 ・教育課程等 ・教育課程等 本学科の教育の特色としては、農学系総合大学に設置されている栄養科学科である特徴を農学と捉え、食材の特性、調理、加工、食事設計などの高度な知識や技術を修得させる。さらに、人間の健康増進や生活習慣病予防に関する栄養指導など、農学の知識・技術と医学の知識をあわせ持った管理栄養士を育成することを目指している。  教育システムとしては、 ① 学部共通科目に生命倫理、科学と哲学、農と科学の歴史、現代の環境問題等のほか、生物学、化学、語学教育を配し、教養と応用生物科学部としての基礎知識を修得させる。 ② 学科の専門基礎科目には、栄養学の基礎となる化学・生物学をベースにした講義や実験を配するとともに、公衆衛生学、健康管理概論、運動生理学、社会福祉論、医療福祉論、カウンセリング論、病理学などを配し、管理栄養士としての基礎的教育を行う。また、農学概論、医学概論を配し、「農学と医学の連携」の礎を築く。 ③ 専門教育として、人間栄養学分野には、臨床栄養学、栄養教育学、公衆栄養学、応用栄養学やこれらに関連した実習を配し、人間を対象に、健康の保持・増進と生活習慣病の予防・改善の要となる栄養学を追究し、実践的な理論ならびに技術を修得させる。食品栄養学分野には、食品加工学、食品衛生学、食品機能学、調理学、給食経営管理論、食事設計基礎演習やこれらに関連した実験・実習を配し、食品に含有される栄養成分・非栄養成分の特性や、これらが生体に与える影響を理解し、食品の調理、加工、食事の提供などに応用されるまでの理論と技術を修得させる。また、多様化する学生の志向にも対応するだけでなく、農学と医学の知識を広げるため、管理栄養士科目以外の選択科目として、薬理学、医療フードコーディネート演習、分子栄養学などの科
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目を配置する。さらに、病院などの医療施設との連携も積極的に取り入れている。     ・教育方法および履修指導方法 ・教育方法および履修指導方法 ・教育方法および履修指導方法 ・教育方法および履修指導方法 各学年にクラス担任を配置し、学生個々の問題、悩み、履修指導をはじめ学習相談等に積極的にかかわり、中途脱落者がでないよう指導・配慮し学生生活の支援体制を確立している。教授科目については、管理栄養士科目を中心に配当し、さらに専門分野である食品学および栄養学は生化学を基礎とし、生物学や化学の科目を理解する必要があることから必修で配当した。農学と医学の知識を広げるため、管理栄養士科目以外の選択科目を配置した。 （１）1年次には全学および学部共通の教養科目を修得し、学科に配当した基礎科目により基礎力を身に付ける。農学概論で、ほとんどが農業と水産業から供給されている日々の食事の食材を提供する「農業」に焦点をあて、農作物・畜産物の生産に関する概要を理解する。フレッシュマンセミナーでは、大学生活の基本的なルール、農大の建学の精神、学科教育の動機付け、大学での学習の進め方を理解させる授業において、社会で活躍している栄養科学科の卒業生の講話により、管理栄養士免許の有用性を理解してもらい、大学生活について等、将来の進路決定に役立てる。さらに学科内の教授がオムニバスで担当する栄養管理学概論にて、将来的に管理栄養士として社会で活躍する時に必要となる心構えや、そのための大学での学びとその役割について十分な知識と理解をもたせ、管理栄養士という食の専門家として、広く栄養管理業務に携わることができるための素養を身につけ、管理栄養士として社会の第一線で活躍するための興味・理解のイニシエーションを行う。このことにより、全ての学生が管理栄養士国家試験を受験（合格）するよう、教育指導を行う。また、平成 25 年度までは、栄養科学科に栄養士を養成する食品栄養学専攻および管理栄養士を養成する管理栄養士専攻の 2専攻で構成され、所属教員および研究室体制は1学科として運営されていたため、栄養士養成と管理栄養士養成が混在し、管理栄養士としての動機付けが弱い面があった。平成 26年度より管理栄養士養成に一本化したことにより、単一の指導が行え強く動機付けができることからも、受験率を上げられると考える。 （２）2年次には専門科目修得に必要な基礎科目とともに管理栄養士必須の科目を配当し、医学概論を配し、「医学と農学」の相互関係を理解させる。 （３）3 年次は、2 年次に引き続き管理栄養士に必要な専門科目を配当し、さらに農学と医学の知識を広げるため、管理栄養士科目以外の選択科目を配置した。栄養科学特論では、1 年次開講のフレッシュマンセミナーに引き続き社会で活躍している栄養科学科卒業生の講話により、管理栄養士に関わる素養を再認識させる。卒業論文作成のための研究室配属を行い、小さいユニットでの研究論文作成の指導を開始する。 （４）4 年次は、臨地実習（一）で、公衆栄養、栄養教育、給食経営管理の実際を臨地にて研修し､管理栄養士として具備すべき知識・技能全般を体得することを目的とし、保健所・市区町村保健センター及び特定給食施設で実際に展開されている業務を研
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修する。臨地実習（二）で、病院を中心として特定給食施設と併せて、臨床栄養学および給食の運営や経営管理の実際を研修する。40 名の定員増に対する臨地実習（一）と臨地実習（二）の臨地実習施設は、新たに 2施設を確保しているので支障ない。総合演習で、管理栄養士養成に関わる専門分野における知識と技術を再認識させる。管理栄養士国家試験の受験の対策講座を開講し、講義および模擬試験を実施する。模擬試験の結果を基に、学習の方向性を明確にし、クラス担任及び研究室の教員が個々の学生を指導する。さらに、研究活動を通して科学的なものの見方・考え方を正しく身につける。それとともに、研究計画の立て方、研究の進め方、研究成果のまとめ方・報告の仕方、科学論文の書き方などについて学習し様々な方面から考える力を養成する。  履修指導方法としては、1、2年次は履修モデルを参考に、各学生の目標に合った履修を指導する。履修モデルには、企業へ就職を希望する学生、公務員を志望する学生、大学院進学を希望する学生、中学校、高校の理科教諭および栄養教諭を志望する学生のモデルを設け、指導する。4 年次開講の臨地実習（一）に於いて、保健所・市区町村保健センターへの研修は、公務員を希望する学生を優先することをフレッシュマンセミナー等で周知する。3､4 年次には、研究室の教員が個々の学生に履修指導を行う。  ・教員組織の変更内容 ・教員組織の変更内容 ・教員組織の変更内容 ・教員組織の変更内容  教育効果を従前以上とするために、教員組織を以下のとおり計画している。 完成年度における専任教員数は、現行比 2 名増の教授 6 名、准教授 4 名、助教 7名の合計 17名を計画している。これは大学設置基準（別表１）で定められた専任教員数 10名の1.7 倍であり、この他に 5 名の助手を加えることにより、きめ細かい授業運営と学生指導を可能とした教員組織とする計画である。  
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